
防コミの歩き方

記録的な猛暑が続いていた真っただ中の８
月２９日、兵庫消防団の夏期特別訓練を神
戸市民防災総合センターにて実施しました。
本年度より、計画から運営までをすべて消
防団主催でおこなうこととなり、企画運営の
ため各分団の副分団長で実行委員会を結成
しました。実行委員会で検討を繰り返し、
「神戸市消防団火災現場活動要領」や各分
団の要望意見を踏まえながら、実践的な訓
練と応用的な体験型訓練を折り込み、訓練
内容を決定しました。
当日は、総勢１２３人で次のとおり実施しま

した。
●規律訓練
部隊訓練を重視し、団長巡視のあと、小
隊から中隊、中隊から大隊と、指揮者を移
行しながら実施しました。
●放水訓練
可搬式ポンプで吸水し、団に配備されて

いないダブコンノズルで、筒先交代要領を確
認しながらの放水訓練でした。
●現場指揮所訓練
火災現場での指揮所運営を想定。現場
指揮所の要請により、本団と分団は明確な
指揮命令系統を確立して団員に各種活動を
指示、また団員からの報告を集約して指揮
所に伝達できるのか検証しました。
●高所放水訓練
地上で管そうにロープ結索、上階で自己
確保（命綱）をとり、ホースを吊り上げ、高
所での放水を実施しました。
今回は事前に、本団、全分団が集合し

て訓練項目を予習的に実施し、当日はその
成果を団長に披露する形式としました。
今回の訓練を通じて、全団員がひとつの

目標に対して一致団結していくことの大切さ
を再認識しました。

（兵庫消防団長　伊庭勝一）

全員が初心にもどり、見て、聞いて、動いて、覚えよう！ 有備無患
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さわやかな好天気に恵まれた１１月２１日、
紅葉の六甲山を背景に清流住吉川の左岸
沿いの広場で、防災訓練をおこないました。
平成１５年に開設された住吉川東緑地は

「防災広場」と呼ばれており、先の大震災を
教訓にさまざまな防災上の要件を備え、訓練
参加者に伝えていく大切な役割を担っていま
す。
この付近は、昭和１３年の阪神大水害で
は、住吉川の決壊により土石流に巻き込ま
れて家屋が流失し、一帯が土砂に埋もれま
した。また昭和２０年には焼夷弾攻撃を受け、
周辺の民家が多数焼失するという被害もあり
ました。
さらに、街一帯の家屋が崩壊した16年前
の大震災時、この場所は商業高校で、被
害を免れた体育館は、多数の避難者が身を
寄せ合い厳しい避難生活を送ったところでも
ありました。
この広場に立つと、土地に刻まれた災害
の姿がさまざまに想起されます。
訓練は水道局東部センターの協力を得て
施設概要の説明を受け、地下20数メートル
の大容量送水管から汲み上げられる給水の
取り扱いを体験しました。
次いで、東灘消防署の煙体験ハウスで
真っ白な煙の中を潜り抜けることと、各種簡
易担架の作り方を体得し、また、ＡＥＤと人形
を使って救命訓練を実施しました。
バケツリレーは全員参加のもとに広場を縦

断して実施し、小型動力ポンプの放水訓練で
は本山西分団の実演指導をいただきました。

このほか、広場に設けられたマンホールに
簡易トイレが４基据えつけられ、災害時に使
用できることや、広場の北隅にある築山は、
土嚢作りのために備えられた砂山であること
を伝えるとともに、土嚢の作り方の指導もお
こなわれました。
さらに、広場が災害時の救援基地となり、
物資の集積所としての使命を帯びていること
も伝えました。
訓練中、消防ヘリコプターが上空を通過

した時には、これを迎えるように大輪のひま
わりを中心に全員で輪を作りました。このひま
わりは、復興を願い常に明るい方を目指し協
力してきた歩みを象徴するものとして、作られ
たものです。
訓練について、東灘消防署の副署長さん

の講評をいただいた後、炊き出し訓練のため
に本山西地域福祉センターに向かいました。
その道中を利用し、避難誘導訓練もおこな
いました。
途中にある野寄公園の水害記念碑には

「有備無患」の文字が刻まれています。70年
前の建立ですが、この言葉をもって、この訓
練の歩みの締めくくりとさせていただきます。
（本山第二小学校区防災福祉コミュニティ

　会長　渡辺利信）
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